
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名：特別養護老人ホームしおさい新館 

ｻｰﾋﾞｽ種類：□グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

■地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

□地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護

日  時：令和 6年 2月 2日（金曜日）10 時 00 分～11時 00 分 

場  所：しおさい会議室 

出 席 者：5人 

利用者代表 0 人 知見を有する者 0 人 

利用者家族 1 人 大田市職員 1 人 

地域住民の代表 2 人   

事業所職員（職名：施設長 主任 ）            2 名 

報告事項： 

利用状況 

① 入所者の人数 19 名（退所 4名 入所 3名 定員 19 名) 

② 要介護度   要介護 5 9 名 ・ 要介護 4 9 名 

    要介護 3 1 名  

③ 男女比率   男性 4名 ・ 女性 15 名 

④ 年齢     64 歳～101 歳 平均 87.0 歳 

 

 介護状況 

① 起き上がり全介助 1名 

② 胃瘻     0 名 

③ 排せつ全介助 18 名 

④ チェアインバス：ストレッチャー入浴 11 名：8名 

⑤ 肺炎入院   0 名 

⑥ 褥瘡     1 名(病院で形成 徐々に改善) 

⑦ 重度拘縮   0 名 

⑧ 苦情相談   0 件 

⑨ 身体拘束   0 

⑩ 受診以上の介護事故  0 件 



１、 施設長挨拶 

   少し落ち着ていたコロナやインフルエンザがまた流行ってきている。あちこちの

施設でクラスターが発生している状況で、当法人の他事業所でもクラスターがあっ

た。引き続き気を付けていきたい。 

 

２、 新型コロナ感染症対応状況 

 感染対応の概要 

 インフルエンザウイルス 新型コロナウイルス 

利用者罹患 0 名 0 名 

職員罹患 0 名 1 名 

受診 0 名 0 名 

介護 通常対応中 

面会 通常対応中 一般 ：窓越し面会 

      看取り：直接面会 

外出 外部受診：家族協力によるもの 0名 

     施設送迎によるもの 1名 

一時帰宅：0名 

 

職員付き添いのない外出時は 3日間居室過ごしを依頼 

・コロナが 5 類になっても、家族が罹患すると、職員は一定期間出勤を自粛している。

職員がコロナに罹患してしたものの、自粛中の発症のため、利用者様に影響は出なかっ

た。 

 

３、 ユニット活動状況 

・12 月 14 日に交流ホールにてクリスマスの喫茶を開いた。普段はプラスチックコップ

で飲まれているコーヒーも、喫茶では、陶器の器に、ドリップで入れたコーヒーの香り

を楽しむとともに、いつもと違う雰囲気で楽しんでもらった。ケーキバイキングで好き

なケーキを選ばれ、熱いコーヒーを頂きながら、女性が集まるとたわいもない会話でも

話に花が咲き賑やかな時間を過ごしておられた。 

 

・12 月 24 日には職員がサンタの格好で利用者様のもとを周った。職員のその時の思い

付きの行動だったため、プレゼントの用意もなかったが、それでも手を握ってお礼を言

われたり笑顔を見せ下さった。利用者様が「何よりも優しく声を掛けてもらえるのが一

番うれしいんだよ。」と言っておられた。 



 

・日々の生活では、将棋好きの利用者様と職員が勝負をしては、いつも職員が負けてい

る。また天気が穏やかな日に時間を見つけて、仁万八幡宮にお参りに出掛けている。 

 

・お正月は、ご長寿クイズで「今日は何月何日でしょう？」などといった簡単なクイズ

ではあるがが、大変盛り上がっておられた。 

 

・1 月 14 日は「宅野こども神楽」が来所され、獅子舞 2 頭を持って回って下さった。

利用者様は「今年も良い年でありますように」との願いを込めて獅子舞に頭を噛んでも

もらっていた。 

 

 

４、 意見交換 

・(地域代表)将棋の大会は年 1回、まちセン 2階でも行われています。 

 

・(家族代表)八幡さんにお参りに連れて行ってもらい大変うれしいです。家に居るとき

は、初詣に誘っても行きたがらなかったので…。 

(地域代表)今年の仁摩八幡宮八幡 30 円でお神酒が置いてありますよ。 

 

・(市役所職員)冬季の食中毒注意報が発表されています。コロナ感染者も増えつつあり

ます。インフルエンザは A型→B型に移行しているところです。感染性の胃腸炎につい

ても増加傾向にあります。特にノロウイルスについては、感染力がとても強いです。人

から人への感染が多いですので、トイレ後や調理や食事時の手洗い、ドアノブなどの消

毒などにも注意をお願いします。 

包括支援センターは全国で 7割が委託事業となっています。島根県では大田市と江津

市が直営で行っていましたが、大田市は令和 6年 4月より社会福祉協議会へ委託するこ

とになりました。場所と電話などは変らないのですが、退職される職員もいるので、職

員の変更はあります。委託事業となりましても運営は変更ないため、ご迷惑が掛からな

いようにはしています。 

 

保険料も 3年/1 回の介護保険事業計画の見直しの時期になり、変更内容については 3

月にはお知らせが行くと思います。 

 

 

 

 



５、 アンケート報告 

前回の施設見学をして頂き、整理整頓、清掃等についてアンケートを実施した。 

 

整理：不用品は適切に処分されているように見えますか？ 

o オープンになっているゴミ箱は捨てやすいが、気化することも考慮されると

良いのでは？ 

o どれが不用品なのかわからないが、適切に整理されていた。 

o キッチンの流し台が雑然としていた。 

整頓：ご利用者の使用している空間は整理が行き届いていますか？ 

o 動線が考えて配置してある。 

o 比較的整理されている。 

清掃：ご利用者の使用している空間に汚れはありませんか？ 

o 施設は古くなってきたが、きれいに使用してある。 

清潔：職員は不具合な用具を使用していませんか？ 

o 流しに置くバケツが床に置いてあるのが、不衛生に見える。 

その他 

o 面会室に行くまでに、少しですが屋根があると良い。 

o 安全のために不用品の置き場に工夫されていた。 

o 初めてのご家族には面会室がわかりにくいと思う。 

 

改善事項 

 ・雑然としたキッチンについて、整理するように努めている。 

 ・床に置いていたバケツのご指摘に関しては、カートの購入を検討している。 

 ・ゴミ箱に関しても検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回予定 令和 6年 4月 5日（金曜日）10 時～11 時 


